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長
岡
の
精
神
風
土
を
育
ん
だ
も
の

巻
頭
言

長
岡
開
府
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会　

会
長　

磯
田 

達
伸

初代豊国の描いた五枚続きの作品。両国橋は隅田川に架かった上総の国と武蔵の国に
またがった橋。江戸が繁昌してくると、町が橋を渡った向島、本所の方まで発展し、町人た
ちの生活も一気にはなやかなものとなった。この図には賑わう西詰を中心にさまざまな町
人の生活が描かれている。ちょうど、長岡藩主牧野忠精が幕政を執って経済政策を実施
し、庶民もその豊かさを享受しているような錦絵だ。厚木市教育委員会所蔵。

百
五
十
年
も
前
に
封
建
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
人
び
と
の
価
値
観
は
大
き
く
近
代
へ
変
針
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
岡
は
不
思
議
な
ま
ち
で

士
魂
商
才
が
理
想
と
な
り

実
利
的
な
合
理
性
が
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
長
岡
藩
が
培
っ
て
き
た
「
常
在
戦
場
」
の
精
神
が

息
づ
い
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

戯
曲
「
米
百
俵
」
で

小
林
虎
三
郎
が
「
常
在
戦
場
」
の
掛
軸
を
前
に

人
づ
く
り
教
育
を
説
く
の
は

戦
禍
の
受
難
か
ら
復
興
の
心
が

人
び
と
の
な
か
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
す
。

現
代
の
産
業
は
日
進
月
歩
。

人
工
知
能
を
応
用
し
た
工
業
技
術
力
の
増
進
は

直
近
の
課
題
で
す
。

創
造
と
い
う
世
界
の
価
値
観
も
刻
々
と
変
化
し

ま
た
、
若
者
の
流
行
と
い
う
価
値
観
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

捉
え
よ
う
の
な
い
価
値
観
に
対
し

長
岡
は
「
新
し
い
米
百
俵
」
と
い
う

不
易
の
価
値
観
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
な
る
百
年
へ
の
第
一
歩
と
し
て

長
岡
藩
の
常
在
戦
場
の
精
神
を
全
く
違
う
も
の
に
変
え
た

九
代
藩
主
牧
野
忠
精
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

現
代
風
に
い
え
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

長
岡
の
歴
史
が
持
っ
て
い
る
不
思
議
な
力
で

新
し
い
産
業
文
化
都
市
を
つ
く
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

歌川豊国画　両国橋花火之図（寛政末～文化初年頃）

発刊趣旨
英語のROOTS（ルーツ）は、樹木の根や物事の始まりを意味します。
また、先人や祖先の意味も併せ持ちます。「越後長岡ROOTS400」は、

牧野忠精は甲子大黒天の雨龍の図に始ま
って、たくさんの雨龍の大黒天図を描いて
いる。それを家臣や庶民に与えて、心をなご
ませた。もらった方は、藩主からのもので粗
末にできず、掛軸などにして飾っている。不
思議なことにご利益はあったらしい。

牧野忠精画「雨龍大黒天図」
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雨
龍
の
殿
様
の
面
目
躍
如

九
代
長
岡
藩
主
の
牧
野
忠
精
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
中
国
人
が
想
像
し
た

雨
龍
の
絵
を
描
い
た
。

忠
精
は
、
一
筆
で
一
気
呵
成
に
雨
龍
を
描
き

絵
に
絶
妙
な
ユ
ー
モ
ア
を
醸
す
天
才
だ
っ
た
。

む
し
ろ
、
そ
の
絵
は
世
の
中
の
矛
盾
を
衝
く

風
刺
画
に
近
か
っ
た
。

殿
様
が
世
を
風
刺
す
る
面
白
さ
が
あ
っ
た
。

そ
の
絵
を
徳
川
将
軍
家
に
献
上
し
、
ま
た

家
臣
や
民
衆
に
も
頒
け
与
え
た
と
い
う
。

も
ら
っ
た
方
は
、
喜
ん
だ
り
、
あ
き
れ
た
り

そ
も
そ
も
、
雨
龍
は
日
照
り
の
田
畑
に

慈
雨
を
も
た
ら
す
奇
瑞
の
想
像
上
の
小
龍
で
あ
る
。

人
間
の
心
の
な
か
に
も
住
ん
で
い
る
と
い
う
。

そ
の
雨
龍
が
人
の
運
命
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
る
。

面
白
い
テ
ー
マ
に
と
り
つ
か
れ
た
も
の
だ
。

牧
野
忠
精
は
い
ま
ま
で
の
藩
主
が
成
し
と
げ
ら
れ
な
か
っ
た

徳
川
氏
譜
代
の
栄
誉
で
あ
る
幕
閣
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

出
世
の
糸
口
に
な
っ
た
雨
龍
百
態
画
は
残
っ
て
い
な
い
が

十
三
態
画
が
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
に
あ
る
。

雨
龍
が
茶
道
や
囲
碁
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

人
間
生
活
を
し
て
い
る
。

民
衆
の
視
点
で
世
の
中
を
み
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た

忠
精
は
、
封
建
領
主
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く

現
実
を
み
つ
め
る
人
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
牧
野
忠
精
の
描
く
雨
龍
が
人
間
の
歴
史
に
及
ぼ
す

良
し
あ
し
を
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

開
府
四
百
年
の
記
念
の
二
〇
一
八
年
。

雨
龍
の
眼
は
現
代
の
何
を
と
ら
え
て
、
何
を
生
き
継
い
で

未
来
に
何
を
残
し
て
く
れ
る
の
か
を
考
え
よ
う
。

　

牧
野
忠
精
は
宝
暦
十
年（
一
七
六
〇
）十
月
十
九
日
、

第
八
代
藩
主
忠
寛
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
備
前
守
に

任
じ
ら
れ
て
か
ら
忠
精
の
幕
閣
内
で
の
出
世
は
、
越
後

長
岡
藩
の
奇
蹟
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
、
め
ざ
ま
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
因
み
に
そ
の
経
過
を
誌
す
。

　

牧
野
忠
精
の
出
世
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

六
月
の
江
戸
城
西
丸
大
手
門
勤
番
に
始
ま
り
、
天
明

元
年
（
一
七
八
一
）
四
月
の
奏
者
番
勤
続
六
ヶ
年
、

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
九
月
の
寺
社
奉
行
五
年
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
八
月
大
坂
城
代
六
年
半
。

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
十
二
月
京
都
所
司
代
二
年

半
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
七
月
老
中
十
六
年
。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
老
中
を
辞
す
。
文

政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
二
月
老
中
三
年
を
勤
め
天

保
二
年
（
一
八
三
一
）
四
月
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
。

　

な
お
、
牧
野
忠
精
が
現
代
の
長
岡
を
風
刺
す
る
と

す
れ
ば
ど
ん
な
情
景
が
浮
ぶ
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

を
掲
げ
た
。

小国／小国和紙

越路／ホタル

三島／丸太早切

和島／良寛

アオーレ長岡

日本酒

生姜醤油ラーメン

ものづくり

川口／かまくら

栃尾／あぶらげ

中之島／大凧 寺泊／魚の市場通り

与板／打刃物

山古志／錦鯉

長岡／長生橋、長岡花火、水道タンク

あ
ま
り
ょ
う

わ

じ

う

ひ
ゃ
く
た
い

た
だ
ひ
ろ

ち
な

し
る

び
ぜ
ん
の
か
み

た
だ
き
よ

か
せ
い

か
も

ふ
う
し
え

つ

あ

ま

り

ょ

う

め

ん

も

く

や

く

じ

ょ
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飯島文常画「雪中勢揃之図」(部分)
藩絵師飯島文常の描く牧野軍団勢揃の図。全長岡藩兵の役割がわかる極秘の絵図。中央の雪壇に牧野公。九耀の旗は小馬標(こうまじるし)である。軍旗や陣羽織、袖には五間梯子の
藩印がつけられていたが、絵色の違いが極秘のため省略されている。背景はニの丸。松樹が多いのは戦時に松明などにするためといわれている。蒼柴神社所蔵。

　

忠
精
の
幼
名
の
新
次
郎
は
、
七
万
四
千
余
石

の
譜
代
大
名
牧
野
家
を
嗣
ぐ
こ
と
を
し
め
す
も

の
だ
っ
た
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
八
月
に

父
忠
寛
の
あ
と
を
う
け
て
数
え
年
七
歳
で
第
九

代
長
岡
藩
主
と
な
っ
た
。
以
来
、天
保
二
年（
一

八
三
一
）
四
月
に
、
七
十
二
歳
で
没
す
る
直
前

ま
で
、
六
十
六
年
間
、
長
岡
の
封
建
領
主
で
あ

り
続
け
た
。

　

幼
少
の
頃
、
老
臣
山
本
老
迂
斎
の
訓
育
を
う

け
た
。
と
は
い
え
、
政
治
姿
勢
は
聡
明
で
あ
っ

た
と
「
牧
野
家
譜
」
は
伝
え
て
い
る
。

　

い
ま
か
ら
百
年
前
の
長
岡
市
は
『
長
岡
三
百

年
の
回
顧
』
と
い
う
小
誌
を
発
刊
し
、
牧
野
氏

治
世
下
の
領
主
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
た
。

初
代
牧
野
忠
成
の
創
業
、
三
代
牧
野
忠
辰
の
中

興
、
そ
し
て
九
代
牧
野
忠
精
の
幕
政
参
画
で
あ

る
。
長
岡
藩
の
三
名
君
と
誉
め
讃
え
て
い
る
。

　

初
代
・
三
代
は
さ
て
お
き
、
九
代
牧
野
忠
精

が
、
何
故
、
名
君
と
敬
称
さ
れ
た
の
か
を
検
証

し
て
み
よ
う
。

　

牧
野
忠
精
の
ご
威
光
で
、
信
濃
川
水
運
も
繁

栄
し
た
し
、
新
田
開
発
が
巧
く
い
っ
た
と
い
う

話
も
あ
る
。
三
潟
（
田
潟
・
大
潟
・
鎧
潟
）
の

干
拓
工
事
は
、
複
雑
に
他
領
と
交
錯
し
て
い
て
、

思
う
よ
う
に
開
拓
が
す
す
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
老
中
職
の
牧
野
忠
精
に
よ
っ
て
、
進
渉
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

牧
野
忠
精
が
幕
府
の
老
中
に
就
任
し
た
の

は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
七
月
の
こ
と
。

忠
精
の
四
十
二
歳
の
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

十
六
年
間
、
牧
野
忠
精
は
将
軍
徳
川
家
治
、

家
斉
に
仕
え
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
の
化
政
文
化
を

醸
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

特
に
十
一
代
将
軍
家
斉
の
時
代
は
長
く
、
田

沼
意
次
、
松
平
定
信
と
い
っ
た
規
制
緩
和
時
代
、

緊
縮
政
策
と
極
端
な
方
針
で
分
か
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
江
戸
文
化
が
最
高
に
熟
燗
し
た
時

代
で
も
あ
っ
た
。
江
戸
の
庶
民
は
、
商
業
を
発

達
さ
せ
、
江
戸
を
一
気
に
消
費
都
市
に
変
貌
さ

せ
た
。
江
戸
で
は
芸
術
文
化
が
華
開
き
、
化
政

文
化
と
謳
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
時
代
、
牧
野
忠
精
は
勝
手
掛
老
中
と
し

て
、
江
戸
の
繁
栄
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
ま
た

勝
手
掛
老
中
は
将
軍
家
斉
の
大
奥
の
財
源
確
保

に
も
努
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
牧
野
忠
精
が
経
済
知
識
に
強
く
な

る
の
は
、
長
岡
藩
の
収
支
が
寛
政
年
間
に
赤
字

に
転
じ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
新
田
開
発
を
し
て

も
、
幕
閣
に
入
る
と
藩
財
政
か
ら
公
費
が
支
出

さ
れ
、
収
支
が
合
わ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
松

平
定
信
の
も
と
で
倹
約
を
学
ぼ
う
と
す
る
。
忠

精
は
は
や
く
か
ら
松
平
定
信
に
近
い
大
名
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

寛
政
五
年
七
月
、
松
平
定
信
は
老
中
お
よ
び

将
軍
補
佐
役
を
辞
任
し
た
。
松
平
信
明
が
定

信
の
政
策
を
引
き
継
ぐ
が
、
牧
野
忠
精
も
本
多

忠
籌
、
戸
田
氏
教
と
い
わ
ゆ
る
「
寛
政
の
遺
老
」

と
な
っ
て
低
物
価
策
や
風
紀
の
取
締
り
な
ど
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
は
天
下
の
消
費
地
で
あ
る
。
特
に
上
方

（
京
・
大
坂
）
か
ら
物
資
が
流
入
し
た
。
従
来

か
ら
あ
っ
た
十
組
問
屋
の
制
を
改
定
し
、
塗
物
、

畳
表
、酒
、紙
、綿
、薬
種
に
荒
物
、乾
物
、焼
物
、

油
な
ど
を
加
え
て
株
数
を
整
え
さ
せ
た
の
も
老

中
牧
野
の
功
績
で
あ
る
。

　

化
政
期
の
江
戸
の
商
工
業
や
文
化
の
発
達

に
、
牧
野
忠
精
の
ル
ネ
サ
ン
ス
が
役
立
っ
た
。

老
中
牧
野
忠
精
の
政
策

蒼
柴
神
社
の
造
営

牧
野
忠
精
は
何
故
に
輝
い
た
の
か
そ
の
政
治
力

十返舎一九著「金の草鞋」（早稲田大学図書館所蔵）

　

牧
野
忠
精
が
十
歳
の
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

に
、
東
山
山
麓
の
御
林
（
の
ち
の
悠
久
山
）
に
、

蒼
柴
明
神
社
（
悠
久
山
御
社
）
の
造
営
を
決
め

て
い
る
。
明
和
八
年
八
月
八
日
に
は
普
請
が
始

め
ら
れ
た
。
同
時
に
祭
神
の
三
代
藩
主
牧
野
忠

辰
の
五
十
回
忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
大
明
神

号
が
贈
進
さ
れ
た
。
蒼
柴
大
明
神
社
（
以
下
蒼

柴
神
社
）
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
三
月
完

成
し
た
。

　

蒼
柴
神
社
の
造
営
は
、
牧
野
忠
精
が
長
岡
藩

政
上
に
登
場
す
る
う
え
で
、
重
要
な
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
牧
野
氏
が
長
岡
に
入
封
し
て

以
来
、
百
五
十
年
の
歳
月
が
、
常
在
戦
場
の
精

神
を
風
化
さ
せ
て
い
た
。
世
は
泰
平
に
な
れ
、

家
臣
に
質
素
倹
約
を
励
行
さ
せ
る
む
ず
か
し
さ

に
直
面
し
て
い
た
。

　

蒼
柴
大
明
神
は
三
代
藩
主
牧
野
忠
辰
公
で
あ

る
。
忠
辰
は
貞
享
・
元
禄
の
こ
ろ
、
衰
退
し
て

い
た
長
岡
藩
政
を
中
興
し
た
名
君
と
尊
称
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
戦
国
期
か
ら
続
い
た
武
断
政

治
の
限
界
を
見
抜
き
、
有
能
な
官
吏
を
登
用
し

て
、
文
治
政
策
を
す
す
め
た

こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
な

か
で
も
藩
士
の
生
活
の
あ
り

様
を
定
め
た
「
諸
士
法
制
」

の
策
定
は
著
名
で
あ
る
。
忠

辰
は
そ
の
な
か
で
、
藩
士
た

ち
に
人
生
の
道
理
を
明
ら
か

に
し
、
道
を
学
ば
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
れ
は
物
事
の

道
理
さ
え
理
解
で
き
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
的
確
に
判
断
し
実
践
す
る
能
力
が
養

わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
当

時
、
幕
府
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
文
教
政

策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
明
朝
学
（
儒
学
の
一
派
）

は
無
用
と
し
た
。
明
朝
学
と
は
陽
明
学
派
や
朱

子
学
派
を
意
味
す
る
も
の
で
、
当
時
、
思
想
的

に
も
活
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
特
に
忠

辰
は
朱
子
学
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、

日
常
生
活
に
役
立
つ
学
問
を
奨
励
し
た
。
こ
の

考
え
方
が
、
牧
野
家
六
代
に
仕
え
た
家
老
の
山

本
老
迂
斎
に
伝
わ
り
、
古
義
学
の
導
入
に
つ
な

が
っ
て
い
た
。

　

忠
精
は
忠
辰
の
教
え
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
一
方
、
折
衷
派
、
陽
明
、

朱
子
も
併
修
さ
せ
自
由
研
究
と
し
て
長
所
を
学

ば
せ
て
い
る
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
蒼
柴

神
社
の
造
営
に
な
っ
た
。

　

牧
野
忠
精
は
、
長
岡
藩
創
業
以
来
の
伝
統
で

あ
る
常
在
戦
場
の
精
神
を
ル
ネ
サ
ン
ス
さ
せ
、

儒
官
高
野
栄
軒
・
余
慶
父
子
を
登
用
し
従
来
の

危
機
意
識
か
ら
生
き
残
る
思
想
に
発
展
さ
せ
て

い
る
。

　

九
代
藩
主
牧
野
忠
精
は
、
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
長
岡
藩
風
の
「
常
在
戦
場
」
の
精
神
を
、
時
代
に

即
応
し
た
多
様
な
考
え
方
を
肯
定
す
る
思
想
に
変
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
牧
野
忠
精
の
ル
ネ
サ
ン
ス
と

い
わ
れ
る
所
以
で
す
。

と
く
み
と
い
や

ろ
う
う
さ
い

よ
ろ
い
が
たい

え
は
る

い
え
な
り

ぬ
り
も
の

た
だ
か
ず

や
き
も
の

か
ん
ぶ
つ

や
く
し
ゅ

た
た
み
お
も
て

お
は
や
し

な

　

ぜ
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雨
龍
大
変
化
の
軌
跡

雨龍の画を観る雨龍（「雨龍飲中八仙之図」）

学問をする雨龍、琴を弾く雨龍　天明7年（1787）　28歳頃

雨龍大黒天の図　天明7年（1787） 28歳頃

雨龍大黒天の図　寛政5年（1793） 34歳頃

雨龍大黒天の図　文政9年（1826） 67歳頃

「雨龍飲中八仙之図」　文政7年（1824）　65歳頃

長岡藩校崇徳館蔵書印記（印影）

書をする雨龍（「雨龍横巻十三態」牧野子爵家旧蔵）

孤
か
ら
和
へ

雨
龍
伝
説
の
誕
生

雨
龍
を
観
る
雨
龍

忠
精
を
支
え
た
家
臣

雨
龍
作
品
の
誕
生

雨
龍
の
大
変
化

　

四
十
代
・
五
十
代
の
忠
精
に
、
何
が
あ
っ
た

の
か
。

　

忠
精
が
京
都
所
司
代
を
拝
命
し
た
の
が
三
十

　

多
彩
な
業
績
を
遺
し
、
寛
政
の
改
革
で
著
名

な
松
平
定
信
に
「
刎
頸
の
交
を
な
す
（
特
に
親

し
い
友
と
し
て
交
際
し
た
）」
と
名
を
挙
げ
ら

れ
た
忠
精
の
実
像
に
は
謎
が
多
い
。
雨
龍
が
雨

龍
を
描
い
た
画
を
観
る
。
忠
精
は
、
書
幅
に
描

か
れ
た
雨
龍
な
の
か
、
書
幅
の
雨
龍
を
観
る
雨

龍
な
の
か
。

　

忠
精
は
、
数
え
年
七
歳
で
藩
主
と
な
っ
た
。

幼
少
の
た
め
、
長
岡
へ
の
国
入
り
は
免
除
さ
れ
、

初
め
て
の
長
岡
入
り
は
十
三
年
後
、
二
十
歳
の

と
き
で
あ
る
。
藩
主
と
し
て
の
力
量
を
育
て
る

こ
の
大
切
な
時
期
に
、
忠
精
を
支
え
た
の
は
、

筆
頭
家
老
稲
垣
侯
茂
、次
席
家
老
山
本
精
義
（
老

迂
斎
）
ら
で
、
山
本
の
ブ
レ
ー
ン
の
一
人
に
長

岡
藩
き
っ
て
の
学
者
、
高
野
栄
軒
が
い
た
。
稲

垣
は
杉
本
鉞
子
の
六
代
前
の
先
祖
で
あ
り
、
高

野
は
山
本
五
十
六
の
五
代
前
の
先
祖
で
あ
る
。

五
十
六
が
山
本
家
を
相
続
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え

れ
ば
、
山
本
精
義
は
五
十
六
の
七
代
前
の
先
祖

と
い
っ
て
よ
い
。
長
岡
人
の
個
性
を
代
表
す
る

人
物
た
ち
の
淵
源
が
忠
精
の
時
代
に
ま
で
辿
れ

る
こ
と
に
歴
史
の
面
白
さ
が
あ
る
。
後
に
、
精

義
は
「
兢
々
斎
」
の
名
で
、
ま
た
侯
茂
の
子
、

茂
邦
は
「
䔥
々
斎
」
の
名
で
雨
龍
を
描
く
こ
と

を
忠
精
か
ら
許
可
さ
れ
た
。
雨
龍
が
長
岡
藩
政

の
維
持
・
展
開
を
繋
ぐ
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
十
一
代
将
軍
徳

川
家
斉
が
誕
生
し
た
時
、
忠
精
は
長
岡
に
い
た
。

江
戸
に
参
勤
し
た
忠
精
は
寺
社
奉
行
加
役
を
命

じ
ら
れ
る
。
の
ち
の
栄
進
の
先
駆
け
で
あ
る
。

そ
の
二
ヶ
月
後
、
家
斉
た
っ
て
の
希
望
で
、
忠

精
は
雨
龍
を
献
じ
た
。『
牧
野
家
譜
』
に
よ
る

と
十
七
体
の
雨
龍
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

い
ま
の
と
こ
ろ
雨
龍
が
初
め
て
描
か
れ
た
の

は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
作
品
「
雨
龍
横

巻
十
三
態
」
で
、
も
と
牧
野
子
爵
家
に
伝
来
し
、

現
在
は
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
。

庄
内
藩
主
酒
井
忠
徳
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
制
作
さ

れ
た
。
念
願
の
蒼
柴
大
明
神
の
悠
久
山
遷
座
が

成
っ
た
と
は
い
え
、
あ
い
つ
ぐ
洪
水
、
天
明
の

大
飢
饉
の
さ
な
か
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　　

い
わ
ゆ
る
「
福
の
神
」、
大
黒
天
の
作
例
が
多

い
。
年
次
を
追
う
と
胴
部
の
変
化
が
著
し
い
。

二
十
代
の
作
品
で
は
墨
色
の
濃
淡
に
差
が
あ
り
、

く
ね
る
身
の
描
写
も
た
ど
た
ど
し
い
。
三
十
代

で
は
い
く
ぶ
ん
一
筆
の
線
の
長
さ
も
増
す
が
、

線
の
幅
も
一
定
し
て
い
な
い
。
四
十
代
・
五
十

代
と
特
定
で
き
る
作
例
の
発
見
を
期
待
し
た
い

が
、
少
な
く
と
も
六
十
代
の
作
例
で
は
、
身
を

一
気
に
描
き
上
げ
た
、
手
慣
れ
た
よ
う
す
が
見

え
る
。
爪
や
毛
、
小
槌
、
頭
巾
の
描
写
な
ど
は

九
歳
。
老
中
職
に
あ
っ
た
の
は
四
十
二
歳
か
ら

五
十
七
歳
。
老
中
職
再
任
が
六
十
九
歳
か
ら
七

十
二
歳
。
雨
龍
の
大
変
化
は
、
忠
精
が
青
年
期

か
ら
壮
年
期
を
経
て
、
円
熟
期
へ
と
進
む
歩
み

と
対
応
す
る
。

　

二
十
代
の
忠
精
が
描
い
た
雨
龍
の
作
品
に
、

兄
と
弟
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
兄
と

弟
と
い
う
長
幼
の
序
。
学
問
と
芸
事
と
い
う
役

割
の
分
担
。
そ
こ
に
は
儒
教
の
精
神
に
立
ち
つ

つ
も
、
そ
の
可
否
を
自
問
自
答
す
る
す
が
た
が

み
え
る
。
賛
を
寄
せ
た
僧
侶
の
言
葉
は
重
い
。

　

一
方
、
六
十
代
の
忠
精
が
描
い
た
学
問
の
よ

う
す
は
、
講
義
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
左
下
の
雨
龍
は

横
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
型
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
自
由
な
精
神
は
、
忠
精
が
創
始
し
た
長

岡
藩
校
崇
徳
館
の
教
授
風
景
か
も
知
れ
な
い
。

　

も
う
一
度
、
初
め
の
問
い
に
戻
ろ
う
。
雨
龍

と
は
何
者
な
の
か
。

　

雨
龍
を
描
く
雨
龍
。
雨
龍
は
描
き
、
描
か

れ
る
。
つ
ま
り
、
時
に
忠
精
は
雨
龍
と
な
り
、

時
に
雨
龍
を
眺
め
る
傍
観
者
と
な
る
。
時
と

し
て
自
分
自
身
を
客
観
視
で
き
る
。
こ
の
精

神
は
、
幕
末
期
に
奇
し
く
も
発
揚
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　　

長
岡
藩
幕
末
の
三
傑
、
河
井
継
之
助
・
小
林

虎
三
郎
・
三
島
億
二
郎
は
、
長
岡
藩
校
崇
徳
館

で
学
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
長
岡
市
立
阪
之
上
小

学
校
に
伝
わ
る
崇
徳
館
の
蔵
書
印
に
も
忠
精
の

雨
龍
は
生
き
続
け
て
い
る
。
天
に
昇
る
雨
龍
と

地
に
舞
い
降
り
る
雨
龍
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

様
態
で
あ
り
、
二
体
で
一
体
の
雨
龍
で
あ
る
。

主
観
と
客
観
。
理
論
と
実
践
。
男
性
と
女
性
。

　

雨
を
も
た
ら
す
と
い
う
伝
説
の
龍
。
作
物
を
育
て
、
火
難
を
消
し
去
る
。
水
に
棲
み
、
変
幻
自
在
に

身
を
く
ね
ら
す
姿
態
は
ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
に
も
譬
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
忠
精
が
描
く
雨
龍
に
は
、
そ
ん
な

一
般
的
な
言
葉
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
摩
訶
不
思
議
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
墨

色
一
色
。
濃
淡
を
つ
け
な
が
ら
生
き
生
き
と
身
を
く
ね
ら
す
雨
龍
。
君
も
試
し
に
雨
龍
を
描
い
て
み
な
い

か
。
殿
様
の
余
芸
と
だ
け
で
は
語
り
き
れ
な
い
、
忠
精
の
個
性
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。

簡
略
化
し
た
印
象
も
あ
る
が
、
手
足
の
位
置
や

左
肩
に
負
っ
た
大
き
な
袋
の
大
き
さ
な
ど
、
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
実
に
良
い
。
制
作
年
が
未
記

載
の
作
例
は
、
胴
部
が
判
定
材
料
と
な
る
。

殿
様
と
領
民
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
も
表
現

で
き
る
。
一
見
、
無
関
係
で
、
対
立
す
る
よ
う

に
も
み
え
る
概
念
の
共
存
を
目
指
す
。
長
岡
人

の
個
性
の
淵
源
に
忠
精
の
精
神
が
あ
り
、
雨
龍

は
ま
さ
に
長
岡
人
の
個
性
を
育
む
伝
説
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ふ
ん
け
い

ま
じ
わ
り

き
み
し
げ

き
よ
よ
し

き
ょ
う
き
ょ
う
さ
い

た
だ
あ
り

し
げ
く
に

し
ょ
う
し
ょ
う
さ
い
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再
び
忠
精
に
よ
っ
て
生
ま
れ
か
わ
っ
た

常
在
戦
場
の
精
神

片山翠谷画　「端午節句　市中飾の図」

今
に
残
る
牧
野
忠
精
の
遺
風

　

そ
も
そ
も
参
州
牛
久
保
以
来
の
「
常
在
戦
場

の
精
神
」
の
根
本
を
長
岡
に
再
現
さ
せ
た
の
は

名
宰
相
の
山
本
老
迂
斎
だ
っ
た
。
忠
精
は
祖
父

ほ
ど
歳
の
離
れ
た
老
迂
斎
の
教
え
を
受
け
継
い

だ
。
単
に
前
例
の
模
倣
は
し
な
い
、“

常
に
戦

場
に
の
ぞ
む”

心
構
え
で
あ
れ
ば
、
平
時
に
も

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
判
断
を
求
め
ら
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

　

忠
精
は
十
六
歳
の
若
さ
で
幕
閣
の
一
員
と

な
っ
た
。
要
職
を
歴
任
し
、
年
一
年
と
英
明
さ

を
増
す
藩
主
の
姿
に
は
、
藩
内
の
意
識
も
大
い

に
高
ま
っ
た
。

　

老
中
の
と
き
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
南
下
策
に
よ

る
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
の
侵
犯
に
悩
ま
さ
れ
た
。

長
崎
奉
行
肥
田
頼
常
が
国
禁
を
破
っ
て
ロ
シ
ア

使
節
に
病
人
の
治
療
と
船
の
修
理
を
許
し
た
。

そ
の
糾
弾
が
起
き
る
な
か
、
忠
精
は
奉
行
の
人

道
的
な
判
断
を
褒
め
、
為
政
に
お
け
る
寛
容
、

公
平
性
を
示
し
て
い
る
。

　

中
央
で
活
躍
し
た
忠
精
に
長
岡
滞
在
の
年
月

は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
臣
下
に
は
文
武
を
奨
励

し
、
賄
賂
を
禁
じ
規
律
を
正
す
一
方
で
、
見
せ

し
め
的
な
極
刑
は
減
じ
る
な
ど
の
善
政
を
敷
い

た
。
参
勤
交
代
の
随
従
者
を
大
幅
に
減
じ
た
の

も
忠
精
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

文
化
的
資
質
も
忠
精
の
強
み
だ
っ
た
。
人
間

味
あ
ふ
れ
る
「
雨
龍
」
を
方
々
に
贈
っ
た
の
は
、

友
愛
的
な
交
流
の
表
れ
だ
。
詩
を
嗜
め
ば
人
間

の
喜
怒
哀
楽
に
想
像
が
広
が
り
、
そ
れ
は
領
民

に
も
お
よ
ん
だ
。
忠
精
の
思
想
を
象
徴
す
る
和

歌
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

戦
の
庭
に
あ
る
ぞ
と
常
に
た
だ

　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
心
を
た
も
て
武
士

　

村
時
雨
雪
や
は
る
さ
め
五
月
あ
め

　
　
　
　
　
　

し
の
ぎ
て
や
す
く
渡
る
飛
石

　

越
後
人
の
忍
耐
を
表
し
た
処
世
訓
と
も
読
め

る
。
時
雨
か
ら
始
ま
る
長
い
冬
。
そ
し
て
春
を

楽
し
む
時
も
短
く
梅
雨
へ
と
入
る
。
苦
労
に
頑

な
に
な
ら
ず
、
そ
れ
を
し
の
い
で
柔
軟
に
生
き

ろ
と
忠
精
は
言
う
。

　

忠
精
の
没
後
か
ら
三
十
七
年
後
。
北
越
戊
辰

戦
争
で
長
岡
は
城
を
失
う
が
、
藩
は
消
え
て
も

「
常
在
戦
場
の
精
神
」
が
郷
土
の
誇
り
と
し
て

受
け
継
が
れ
た
。
こ
れ
は
長
岡
城
奪
還
の
武
勇

藩校崇徳館

槇神明宮所蔵の「長岡城之面影」から悠久山御社（蒼柴神社）の景。参道の入
口には銅製の大灯籠があり、松並木、桜笫門と続く。新潟橋を渡ると神域に入
り、社前に藩士・領民が寄贈した石燈籠が並んだ。

藩
校
崇
徳
館
の
開
校

領
民
へ
の
恩
寵

忠
精
が
残
し
た
文
化

　

藩
校
崇
徳
館
が
牧
野
忠
精
に
よ
っ
て
開
校
し

た
の
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
四
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
城
下
の
追
廻
し
の
角
地
に
学
問

所
と
し
て
開
校
さ
れ
、
学
館
と
も
呼
ば
れ
た
。

崇
徳
と
は
徳
を
尊
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
藩

士
の
子
弟
が
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
初
、
古
義
学
派
と
古
文
辞
学
派
（
徂
徠
学

派
）
が
並
立
し
た
が
、
の
ち
に
古
義
・
朱
子
の

二
派
と
な
っ
た
。

　

崇
徳
館
は
長
岡
藩
政
の
文
教
政
策
の
一
環
と

し
て
、
有
為
の
人
材
を
輩
出
す
る
教
育
機
関
と

な
っ
た
。
詳
述
は
他
紙
に
譲
る
が
、
牧
野
忠
精

が
没
し
た
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
、
都
講

を
つ
と
め
た
秋
山
景
山
が
「
諸
役
人
心
得
」
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
「
役
人
た
る
者
は
、
分
を
わ
き
ま
え
、
上
役
や

先
役
を
差
し
置
い
て
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

こ
と
は
差
し
控
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
殊
に

譜
代
の
士
は
ど
の
よ
う
な
役
柄
で
も
責
任
を

も
っ
て
忠
義
を
尽
く
し
、
奉
公
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
家
老
は
奢
侈
を
退
け
、
人
を
見
下
す
こ

と
な
く
、
人
材
登
用
を
心
掛
け
る
こ
と
。
諸
士

は
町
、
郷
中
の
事
情
に
通
じ
、
藩
主
に
ど
し
ど
し

進
言
せ
よ
」
な
ど
と
、
崇
徳
館
で
培
っ
た
学
才

を
藩
政
で
発
揮
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
牧
野
忠
精
の
つ
く
っ
た
学
問
所

が
士
風
は
も
ち
ろ
ん
、
芸
術
文
化
、
諸
産
業
に

従
事
す
る
人
材
の
発
掘
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　　

牧
野
忠
精
は
領
民
と
苦
楽
を
と
も
に
し
た

名
君
だ
と
い
わ
れ
る
。
牧
野
家
に
伝
わ
る
「
御

家
譜
」
に
は
、「
侯
一
代
の
御
徳
全
く
仁
の
一

字
に
在
り
、
人
を
愛
す
る
者
は
人
常
に
是
を
愛

し
、
人
を
敬
す
る
者
は
人
常
に
是
を
敬
す
。
民

の
憂
を
う
れ
ふ
る
者
は
民
ま
た
其
を
憂
ふ
。
民

の
楽
を
た
の
し
む
者
は
民
ま
た
其
た
の
し
み
を

楽
し
む
。
民
の
与
す
る
所
天
よ
り
是
を
祐
く
。

吉
に
し
て
よ
ろ
し
か
ら
さ
る
こ

と
な
し
」
と
あ
る
。
旧
幕
時
代

の
町
内
会
の
自
治
や
積
立
金
が

長
岡
病
院
の
建
設
費
の
一
部
に

な
っ
た
。

　

忠
精
は
新
田
開
発
に
力
を
入

れ
た
。
西
蒲
原
の
大
潟
、
田
潟
、

鎧
潟
の
治
水
を
行
っ
た
「
三
潟

悪
水
抜
」
で
は
十
七
ヶ
村
を
拓

き
、
新
た
に
三
〇
〇
〇
石
を
も

た
ら
し
た
。
農
村
に
は
倹
約
の

触
書
を
よ
く
出
し
て
も
い
た
が
、

三
潟
悪
水
抜
と
同
じ
こ
ろ
に
良

寛
を
召
し
抱
え
よ
う
と
し
た
の

は
、
領
民
の
窮
状
も
理
解
し
た

か
ら
だ
ろ
う
。
忠
精
が
領
民
と
よ
く
交
流
し
た

足
跡
と
し
て
、
農
村
部
に
も
各
地
に
「
雨
龍
」

の
掛
軸
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

越
後
長
岡
藩
の
代
表
的
な
文
化
は
「
茶
は
宗

徧
流
、
謡
は
金
春
流
、
花
は
池
之
坊
」
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
る
。
こ
れ
も
伝
説
に
す
ぎ
な
い

の
だ
が
、「
牧
野
忠
精
様
が
導
入
し
て
く
だ
さ
っ

た
」
と
い
う
人
が
い
る
。

　

い
ず
れ
も
藩
政
初
期
に
は
長
岡
藩
に
入
っ
て

い
た
が
、
九
代
様
が
京
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
れ

た
と
専
ら
の
う
わ
さ
が
浸
透
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
が
農
家
や
商
家
に
も
伝
播
し
て
、
長
岡
ら

し
い
芸
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

牧
野
忠
精
は
雨
龍
を
巧
み
に
描
い
た
よ
う

に
、
混
沌
と
す
る
現
代
を
痛
烈
に
批
判
す
る
と

同
時
に
士
道
を
明
ら
か
に
し
、
芸
を
愛
し
た
。

　

初
入
部
の
際
、
三
国
街
道
宮
内
村
赤
堂
に
出

迎
え
た
千
手
町
村
の
金
物
商
大
和
屋
庄
左
衛
門

が
献
上
し
た
和
三
盆
と
米
の
粉
末
を
合
せ
た
砂

糖
菓
子
を
、
こ
と
の
ほ
か
喜
び
「
越
乃
雪
」
と

命
名
し
、
愛
玩
し
て
御
菓
子
と
し
た
。
御
菓
子

は
蒼
柴
大
明
神
の
神
前
に
捧
げ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
特
別
な
思
い
が
忠
精
に
は
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

が
人
び
と
の
心
を
打
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ

る
。
奪
還
戦
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
忠
精
が
干

拓
せ
ず
に
残
し
た
沼
地
「
八
丁
沖
」
が
要
害
と

し
て
は
た
ら
い
た
。
藩
政
に
あ
た
っ
て
は
河
川

に
河
戸
を
設
け
、
船
の
出
入
り
を
容
易
に
し
、

商
工
業
の
振
興
に
つ
と
め
た
。
忠
精
の
一
代
で
、

孝
行
な
ど
で
表
彰
さ
れ
た
者
は
城
下
の
み
で
男

女
百
五
人
に
及
び
、
男
女
九
十
歳
以
上
に
は
一

人
扶
持
、
百
歳
に
は
二
人
扶
持
を
与
え
郷
村
に

も
美
風
を
広
め
て
い
る
。
ま
た
、
売
薬
の
価
を

定
め
、
貧
者
の
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
た
。

ね
も
と

た
し
な

た
た
か
い

む
ら
し
ぐ
れ

さ
つ
き

は
っ
ち
ょ
う
お
き

こ
ぶ
ん
じ

こ
う
ど

そ
ら
い

け
い
ざ
ん

も
の
の
ふ

と
び
い
し

11　再び忠精によって生まれかわった常在戦場の精神 再び忠精によって生まれかわった常在戦場の精神　10



牧
野
家
第
十
七
代
当
主 

牧
野
忠
昌
氏 

寄
稿

長
岡
市
民
に
な
っ
た
お
殿
様
No.9

次
の
百
年
へ 

新
し
い
米
百
俵

長
岡
開
府
四
百
年
記
念
事
業

長岡開府400年記念事業への
ご寄附をお願いします

●ご寄附のお申し込み・お問い合わせは事務局

長岡市政策企画課 開府400年記念事業推進室
TEL.0258-39-2395へお願いします。
口座名義 ： 長岡開府400年記念事業実行委員会
金融機関 ： 北越銀行長岡市役所支店　
口座番号 ： ２０２７２６２

100年先を見据えた「まちづくり、ひとづくり」を応援するため、
未来投資募金を募集しています。この事業の趣旨にご理解を
いただき、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

良寛・貞心尼の対面座像

良
寛
遷
化
の
地
に
あ
る

良寛の里美術館
開館時間／AM9:00～PM5:00
休館日／年末年始
所在地／長岡市島崎3938番地
電話／0258-74-3700
入館料／高校生以上500円　小・中学生300円

良
寛
の
里
美
術
館

　

長
岡
市
島
崎
（
和
島
地
域
）
は
良
寛
遷

化
の
地
で
あ
り
、
幕
末
三
大
女
流
歌
人
と

言
わ
れ
る
貞
心
尼
と
の
出
逢
い
の
地
で
も

あ
る
。
こ
こ
に
平
成
三
年
四
月
「
良
寛
の

里
美
術
館
」
が
開
館
し
た
。

　

良
寛
の
里
美
術
館
は
晩
年
の
良
寛
書
を

中
心
に
貞
心
尼
な
ど
良
寛
ゆ
か
り
の
人
々

を
は
じ
め
と
す
る
文
人
の
書
画
を
展
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
良
寛
を
紹
介
す
る
ビ
デ

オ
ル
ー
ム
や
、
書
が
自
由
に
書
け
る
体
験

室
も
あ
る
。
そ
し
て
、
四
月
か
ら
十
月
ま

で
の
毎
日
曜
日
に
は
茶
室
で
抹
茶
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　

今
年
は
長
岡
開
府
四
百
年
に
あ
た
る
。

越
後
長
岡
藩
歴
代
藩
主
で
唯
一
、
第
九
代

牧
野
忠
精
侯
と
良
寛
と
の
間
に
は
国
上
山

時
代
の
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
忠
精

侯
が
良
寛
を
長
岡
城
下
に
迎
え
た
い
と
懇

請
し
た
際
に
、
良
寛
が
詠
ん
だ
「
焚
く
ほ

ど
は
風
が
も
て
く
る
落
葉
か
な
」
の
句
を

聞
い
て
、
良
寛
は
長
岡
城
下
に
来
る
意
志

の
な
い
こ
と
を
察
知
し
、
長
岡
へ
戻
ら
れ

た
と
い
う
。

　

良
寛
は
国
上
山
で
の
生
活
に
別
れ
を
告

げ
、島
崎
に
移
住（
文
政
九
年　

一
八
二
六
）

し
て
晩
年
を
過
ご

し
た
。
そ
の
晩
年

の
良
寛
書
は
良
寛

調
が
完
成
し
た
時

代
で
あ
る
。
こ
の

時
代
の
良
寛
書
は
、

香
気
な
品
格
が

漂
っ
て
も
は
や
神

品
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
、

こ
だ
わ
り
の
な
い
境
地
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
精
神
の
自
由
と
心
の
豊
か
さ
が
書
に
投

影
さ
れ
て
い
る
か
ら
鑑
る
人
を
魅
了
す
る
。

　

美
術
館
の
す
ぐ
近
く
に
は
貞
心
尼
が
編

ん
だ
「
蓮
の
露
」
に
由
来
す
る
「
は
ち
す

ば
通
り
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
良
寛
史
跡

が
点
在
し
、
良
寛
を
思
慕
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
小
路
で
あ
る
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

美
術
館
で
良
寛
書
の
真
蹟
を
鑑
賞
し
「
は

ち
す
ば
通
り
」
の
史
跡
を
訪
ね
て
も
ら
う

こ
と
で
、
し
ば
し
世
俗
を
離
れ
て
良
寛
の

限
り
な
い
天
真
の
心
に
触
れ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
長
岡
を
支
え
る

「
ま
ち
づ
く
り
、ひ
と
づ
く
り
」

牧
野
家
の
歴
史

　

五
代
忠
周
公
は
四
代
忠
寿
公
の
第
二
子
で
享

保
六
年
（
一
七
二
一
）
生
ま
れ
、明
和
九
年
（
一

七
七
二
）
五
十
二
歳
で
没
し
た
。
生
来
病
弱
で

あ
っ
た
た
め
幕
府
の
公
職
で
は
桜
田
門
勤
番
や

奏
者
番
の
み
で
、
藩
政
は
家
臣
に
任
せ
た
が
常

に
領
民
に
目
を
向
け
、
藩
内
の
災
害
で
は
領
民

の
救
済
を
行
い
、
ま
た
忠
孝
者
を
表
彰
し
た
。

多
病
の
た
め
一
度
も
長
岡
に
帰
っ
て
い
な
い
。

　

六
代
忠
敬
公
は
笠
間
藩
主
牧
野
貞
通
公
の
第

一
子
。
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
生
ま
れ
。

十
八
歳
で
長
岡
藩
の
家
督
を
継
ぎ
西
丸
追
手
門

勤
番
を
務
め
た
。
水
害
の
多
か
っ
た
長
岡
の
経

済
を
考
え
て
質
素
倹
約
に
務
め
、
自
ら
木
綿
服

を
着
る
な
ど
生
来
聡
明
で
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た

が
治
世
三
年
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
二
十

　

長
岡
発
祥
の
「
米
百
俵
の
精
神
」。
今
か
ら

百
五
十
年
前
、
北
越
戊
辰
戦
争
で
焼
け
野
原
と

な
っ
た
長
岡
の
城
下
。
窮
乏
に
喘
ぐ
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
、
ま
ち
の
復
興
は
ひ
と
づ
く
り
か

ら
と
、
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
人
び
と
が
い

ま
し
た
。
私
心
を
捨
て
た
彼
ら
の
懸
命
の
呼
び

掛
け
に
賛
同
し
、
国
漢
学
校
開
校
を
実
現
し
た

長
岡
の
人
び
と
。「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

か
ら
」。
長
岡
の
先
人
た
ち
の
こ
の
篤
い
思
い

こ
そ
米
百
俵
の
精
神
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
岡
市
は
、
長
岡
開
府
四
百
年
を
機
に
、
長

岡
が
世
界
に
誇
る
米
百
俵
の
精
神
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
し
い
米
百
俵
と
し
て
人

材
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
長
岡
の
み
な
ら

ず
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
人
材

復顔技術によって蘇った6代忠敬公
制作者：復顔師　戸坂明日香

歳
で
没
し
た
。
長
岡
藩
主
の
中
で
最
も
若
く
し

て
亡
く
な
っ
た
。
現
在
、
頭
蓋
骨
か
ら
作
製
し

た
復
顔
が
あ
り
忠
敬
公
の
顔
を
確
認
で
き
る
。

　

七
代
忠
利
公
は
笠
間
藩
主
牧
野
貞
通
公
の
第

二
子
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
日
向
国
延

岡
で
生
ま
れ
、
十
七
歳
で
長
岡
藩
の
家
督
を
継

い
だ
。
三
蔵
火
事
で
焼
失
し
た
長
岡
城
本
丸
を

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
再
築
し
た
。
忠
利
公

は
正
義
と
合
理
を
重
ん
じ
博
識
で
喜
怒
哀
楽
の

感
情
を
表
す
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
和
漢
の
学

問
に
熱
心
で
歌
道
を
賀
茂
真
淵
に
学
び
詠
草
二

千
余
首
が
あ
る
。
治
世
八
年
、
宝
暦
五
年
（
一

七
五
五
）
二
十
四
歳
で
没
し
た
。

　

八
代
忠
寛
公
は
五
代
忠
周
公
の
第
一
子
で
、

幕
府
で
は
江
戸
城
西
丸
大
手
門
勤
番
、
桜
田
門

勤
番
を
務
め
た
。
こ
の
時
代
は
た
び
た
び
信
濃

川
の
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
、
特
に
宝
暦
七
年
（
一

七
五
七
）
の
損
害
は
七
万
五
千
石
に
及
ん
だ
た

め
中
島
で
「
お
恵
み
の
粥
」
を
施
し
て
領
民
を

助
け
た
が
、
幕
府
よ
り
多
額
の
恩
借
金
を
受
け

た
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
三
十
一
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
た
。

　

十
代
忠
雅
公
は
九
代
忠
精
公
の
第
四
子
で
寛

政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
生
ま
れ
。
父
忠
精
公

と
同
じ
く
奏
者
番
か
ら
老
中
に
登
り
つ
め
た
。

寺
社
奉
行
の
時
に
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
っ

た
が
上
手
に
采
配
を
振
る
い
時
の
将
軍
よ
り
褒

長岡藩歴代藩主等の墓碑17基
昭和57年（1982）に悠久史蹟保
存会の協力によって東京都三田の
済海寺から悠久山蒼柴神社本殿
脇に移された「御廟」。

章
を
受
け
て
い
る
。
京
都
所
司
代
の
時
に
幕
府

は
突
如
三
大
名
の
移
封
を
発
表
し
た
。
長
岡
藩

は
武
蔵
川
越
へ
、
松
平
斉
典
川
越
藩
は
出
羽
庄

内
へ
、
酒
井
忠
器
庄
内
藩
は
長
岡
へ
配
置
換
え

を
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
三
方
領
知
替
え
で

あ
っ
た
が
諸
般
の
事
情
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

忠
雅
公
は
幕
府
の
海
防
掛
老
中
の
時
、
筆
頭
老

中
の
阿
部
正
弘
公
と
協
力
し
日
米
和
親
条
約
を

は
じ
め
日
英
、
日
露
、
日
仏
、
日
蘭
と
も
条
約

を
結
ん
だ
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
十
歳

で
亡
く
な
っ
た
。

　

十
一
代
忠
恭
公
は
三
河
国
西
尾
藩
主
松
平
乗

寛
公
の
第
三
子
で
、
忠
雅
公
の
養
子
と
な
り
父

や
祖
父
と
同
じ
く
幕
府
の
要
職
を
務
め
京
都
所

司
代
か
ら
老
中
と
な
っ
た
が
、
江
戸
時
代
末
期

の
慌
た
だ
し
い
時
期
で
あ
り
、
北
越
戊
辰
戦
争

を
乗
り
越
え
た
の
ち
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

五
十
五
歳
で
没
し
た
。

を
、
そ
し
て
国
際
社
会
を
舞
台
に
活
躍
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
岡
開
府
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
百
年
先
を
見
据
え
た
ひ
と
づ
く
り
事

業
を
は
じ
め
関
連
事
業
を
支
援
す
る
た
め
「
新

し
い
米
百
俵
事
業
協
賛
金
」
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
ご
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

姉妹都市フォートワースにて日本文化を通じて
交流する中学生。

長
岡
開
府
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

会　

長

副
会
長

未
来
投
資
部
会
長

磯
田　

達
伸

丸
山　
　

智

大
原　

興
人

た
だ
ち
か

た
だ
と
し

た
だ
ひ
ろ

た
だ
ま
さ

な
り
つ
ね

た
だ
た
か

た
だ
ゆ
き

た
だ
た
か

13　次の百年へ 新しい米百俵・良寛の里美術館 長岡市民になったお殿様 　12
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開
府
四
百
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
五
年
七
月
十
四
日　

龍
徳
院
牧
野
忠
精
の
百
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
た

中
興
の
英
主
牧
野
忠
精
を
称
え
る

夢
後
詠

戦
の
庭
に
あ
る
そ
と
常
に
只

お
も
ふ
心
を
た
も
て
武
士　
　

忠
精

天
明
七
年
の
と
し
睦
月
二
日
の
夜
、
軍
に
出
て

た
た
か
ひ
し
こ
と
を
な
む
夢
見
ぬ
、
覚
え
て
つ
ら
つ
ら

お
も
ふ
、
も
の
の
ふ
た
ら
ん
者
は
常
在
戦
場
と
い
ふ

こ
こ
ろ
を
暫
し
も
忘
る
ま
じ
き
こ
と
を
切
に

お
も
ひ
て
、
う
つ
つ
に
此
意
を
詠
せ
し
か
、
夜
も

ふ
け
れ
は
又
い
ね
ぬ
、
朝
起
出
て
よ
へ
の
夢
を

思
ひ
出
つ
つ
、
と
み
に
わ
す
れ
ん
こ
と
の
ほ
い
な

さ
に
、
言
葉
の
拙
き
を
い
と
は
す

　
　
　
　

う
つ
つ
に
よ
み
し
ま
ま
を

　
　
　
　

か
い
つ
け
侍
り
ぬ

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
快
晴
で
奏
笛
の
音

の
格
調
高
い
空
気
の
な
か
、
十
五
代
当

主
牧
野
忠
篤
、
木
村
清
三
郎
市
長
ら
の

参
列
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。
当
時
の
北

越
新
報
の
新
聞
記
事
に
は
「
参
列
者
約

一
千
名
と
註
さ
れ
特
に
来
岡
し
た
在
京

市
出
身
の
諸
名
士
を
初
め
と
し
て
全
市

各
方
面
の
有
力
者
を
殆
ど
網
羅
し
得
た

か
の
如
き
観
が
あ
り
全
く
長
岡
市
空
前

の
盛
典
で
あ
っ
た
。」
と
市
内
全
体
で

祭
典
と
し
て
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
百
年
祭
に
福
島
甲
子
三
に
よ
る

『
旧
長
岡
藩
再
中
興
の
英
主
牧
野
忠
精

公
の
百
年
祭
を
迎
え
て
青
年
諸
君
に
望

む
』
と
い
う
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

忠
精
の
「
夢
後
詠
」（
戦
の
歌
）
を

紹
介
し
な
が
ら
、
長
岡
の
常
在
戦
場
の

精
神
や
長
岡
魂
、
長
岡
精
神
を
体
現
し

て
い
る
人
物
で
あ
り
、
初
代
忠
成
、
三

代
忠
辰
に
続
く
長
岡
の
三
名
君
だ
と
回

顧
し
そ
の
治
世
を
称
え
て
い
る
。

長岡市公会堂（柏崎市立図書館所蔵）
大正15年に旅館業大野甚松の寄附
により現在の「アオーレ長岡」の場所
に開館した。鉄筋コンクリート建てで、
音楽、講演、展覧会などが催され文化
の殿堂として市民に親しまれた。

百年祭にわき立つ市民
（北越新報）
（上右）互尊文庫の
　　　忠精公遺物展覧会
（上左）公会堂における式典
（下右）市中を練る花自動車
（下左）兜城をかたどる屋台

執筆：石丸 千也（いしまる かずや）
長岡で美容室を経営し、自らスタイリストとしても活動中。長岡の歴史を通して郷土を考え、次世代に伝えたい、
と熱き想いを持った若者が集う「越後RYO-MA倶楽部」の局長。「米百俵まつり」で坂本龍馬に扮している。

第9回

江戸編

　

か
つ
て
長
岡
藩
牧
野
家
は
江
戸
に
上
屋
敷

（
皇
居
正
門
石
橋
正
面
）・
中
屋
敷
（
愛
宕
山

下
）・
下
屋
敷
（
渋
谷
と
深
川
）
の
四
ヶ
所

を
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
時
代
に
も
よ
る

が
忠
精
時
代
の
上
屋
敷
は
江
戸
城
内
に
八
千

坪
余
、
会
津
藩
邸
も
場
所
は
同
じ
で
九
千
坪

余
と
比
べ
て
み
て
も
徳
川
家
が
牧
野
家
へ
の

信
頼
は
厚
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
は
江
戸
を
テ
ー
マ
に
長
岡
藩
邸
の

面
影
を
探
し
に
古
地
図
片
手
に
ブ
ラ
ブ
ラ

歩
い
て
み
た
。

　

現
在
上
屋
敷
は
皇
居
内
の
公
園
と
な
り
、

下
屋
敷
は
下
町
の
中
に
眠
っ
て
い
て
当
時

の
面
影
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
痕
跡
に
繋

が
る
場
所
が
一
箇
所
あ
っ
た…

　

東
京
駅
を
出
て
内
堀
通
り
を
進
む
と
都

会
の
真
ん
中
に
小
高
い
山
「
愛
宕
山
」
が

あ
る
。
急
な
階
段
を
上
る
と
愛
宕
神
社
が

あ
り
ス
ー
ツ
姿
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光

客
が
参
拝
し
て
い
た
。
今
で
は
ビ
ル
に
囲

ま
れ
江
戸
の
町
は
見
渡
せ
な
い
が
以
前
は

東
京
湾
ま
で
遠
望
で
き
る
場
所
だ
っ
た
と

い
う
。
黒
船
来
航
時
も
愛
宕
山
か
ら
見
え

た
の
か
見
え
な
か
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い

が
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
こ
こ
は
ず
っ
と

見
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。

　

当
時
中
屋
敷
は
山

の
麓
に
あ
り
広
さ
三

六
四
〇
坪
余
も
あ
っ

た
。
現
在
は
マ
ン
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
跡
形
も

残
っ
て
な
い
が
建
築

中
に
藩
邸
跡
や
陶
磁

器
な
ど
が
出
土
し
た
。

昔
の
愛
宕
山
か
ら
の

写
真
を
見
て
も
長
屋

塀
が
見
え
、
こ
こ
に
長
岡
藩
邸
が
あ
っ
た

の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

　

平
成
と
い
う
時
代
に
な
り
江
戸
時
代
の
痕

跡
を
探
し
求
め
る
の
は
容
易
い
も
の
で
は
な

い
。
新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
は
容
易
い
時

代
に
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

為
に
今
だ
か
ら
残
せ
る
も
の
や
調
べ
ら
れ
る

も
の
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
百
年
後
開
府
五
百
年
に
は
ま

た
新
た
な
発
見
が
あ
る
事
を
期
待
し
た
い
。

愛宕神社神主様と（上）
一緒に居るのが神主様。愛宕山
の魅力を教えてくださった。春の
桜時期は素晴らしいとのこと。

愛宕山（右）
東京23区内で一番高い山「愛宕山」
86段もある急な階段「出世の石段」
を上がると愛宕神社があった。

下屋敷があった深川
頼りになるのは古地図のみ。広げると道は当時とほぼ同
じで邸跡地はすぐわかった。藩邸跡地を歩いたが今は
住宅やお店が立ち並んでいて当時の面影はなかった。

上屋敷があった皇居
今は皇居外苑になりランニングする人や観光してい
る人や二重橋で写真を撮っている人など様々な方
達の憩いの地となっていた。

中屋敷があったであろう場所
今ではあとも形も目印もないがここに中屋敷があったはず。

慶
応
四
年（
明
治
元
年
）江
戸
か
ら
東
京
と
改
称
さ
れ
た
。

今
で
は
近
代
化
が
進
み
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び

江
戸
の
時
代
の
面
影
は
な
く
な
っ
た…

東
京
は
澄
み
渡
っ
た

青
い
空
と
真
っ
白
な
雲
を

江
戸
の
時
代
に
は

無
か
っ
た
ビ
ル
の

窓
ガ
ラ
ス
が
写
し
て
い
た
。

15　千也がゆく！ 開府四百年のあゆみ　14



　

長
岡
の
三
名
君
の
ひ
と
り
、
三

代
牧
野
忠
辰
の
愛
犬
の
伝
説
が
、

紙
芝
居
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

「
長
岡
の
白
」
は
、
長
岡
の
歴
史
・

伝
説
を
描
き
続
け
た
高
橋
直
矩
さ

ん
が
、
昭
和
二
十
一
年
に
制
作
し

た
紙
芝
居
だ
。
市
内
の
今
井
和
江

さ
ん
（
新
潟
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
）

が
原
画
に
感
銘
を
受
け
て
以
来
、

小
学
校
や
お
年
寄
り
に
向
け
て
演

じ
続
け
て
い
る
。

　

話
の
筋
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

“

牧
野
公
は
、
領
民
か
ら
譲
り
受

け
た
勇
敢
な
白
犬
「
し
ろ
」
を
た

い
そ
う
可
愛
が
っ
た
。
し
か
し
、

あ
る
日
の
江
戸
屋
敷
で
の
こ
と
。

尾
張
公
の
家
臣
が
唐
犬
を
け
し
か

け
て
牧
野
公
を
侮
辱
し
た
の
に
怒

り
、
し
ろ
は
唐
犬
を
負
か
し
て
し

ま
う
。
牧
野
公
は
し
ろ
の
忠
義
に

感
謝
し
な
が
ら
も
、
武
家
の
道
理

を
説
き
勘
当
す
る
。
う
な
だ
れ
て

ながおか
ROOTSな話

美
酒
・
越
乃
柏
露

牧
野
家
に
受
け
継
が
れ
る
「
し
ろ
」
へ
の
想
い

長
岡
に
帰
っ
た
し
ろ
は
、
吹
雪
の

な
か
で
息
絶
え
て
し
ま
う
。

”

　

白
犬
の
存
在
は
事
実
で
あ
り
、

牧
野
忠
辰
の
治
世
が
「
生
類
憐
れ

み
の
令
」
の
頃
と
重
な
る
の
も
興

味
深
い
。
白
犬
へ
の
愛
惜
を
語
り

伝
え
る
牧
野
家
で
は
、
開
府
四
百

年
の
今
も
犬
を
飼
う
こ
と
を
禁
じ

て
い
る
。「
白
狗
の
塚
」
は
悠
久

山
公
園
に
残
さ
れ
て
い
る
。

©
次号予告  最終刊

越後長岡ROOTS400 第9号　牧野忠精のルネサンス

紙芝居の「舞台」が開かれると、そこが劇場になったかのような
臨場感に包まれる。白犬と牧野忠辰の別れの場面。

柏露酒造　長岡市十日町字小島1927番
TEL 0258-22-2234

牧野忠恭画「柏露恵比寿大黒の図」

　

県
内
最
多
十
六
の
日
本
酒
蔵
元

数
を
誇
る
長
岡
市
。
そ
の
中
で
、

旧
長
岡
藩
主
・
牧
野
家
の
家
紋
「
三

つ
柏
」
を
意
匠
と
す
る
蔵
元
が
あ

る
。
幾
多
の
歴
史
的
試
練
と
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
「
柏
露
酒
造
」

で
あ
る
。
そ
の
遠
祖
で
あ
る
長
岡

藩
御
用
商
人
・
山
崎
家
が
「
酒
舗

越
中
屋
」
と
し
て
創
業
し
た
の
は

今
か
ら
二
百
六
十
数
年
前
の
宝
暦

元
年（
一
七
五
一
〜
）。
酒
名
は「
越

中
屋
の
酒
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

明
治
十
五
年
、
越
中
屋
は
元
藩

主
か
ら
同
家
の
酒
造
蔵
「
柏
屋
」

を
譲
り
受
け
、家
紋
と
商
品
名「
柏

露
」
を
継
承
し
、
売
上
げ
を
伸
ば

し
た
。
そ
の
後
、
大
火
や
戦
禍
で

廃
業
の
窮
地
を
迎
え
た
が
昭
和
三

十
一
年
に
「
柏
露
酒
造
」
の
会
社

名
で
再
開
に
至
る
。
今
や
全
国
に

越
後
の
銘
酒
「
越
乃
柏
露
」
の
名

を
知
ら
し
め
て
い
る
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日
、

当
市
の
日
本
酒
伝
統
文
化
を
継
承

し
よ
う
と
「
長
岡
市

日
本
酒
で
乾
杯
を
推

進
す
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
た
。
酒
宴
の

開
始
は
「
地
酒
で
乾

杯
し
よ
う
！
」
と
い

う
も
の
だ
。
長
岡
開

府
四
百
年
は
、
誠
に

地
酒
で
祝
い
た
い
も

の
で
あ
る
。

越
後
長
岡
藩
主
牧
野
家
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